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みなさんこんにちは．

最近の動物にかかわるニュースで，非常

に残念なことがありました．それは盲導犬

のオスカーが，心ない人に刺されたという

． ，事件です 刺されてすぐに鳴けば良いのに

その事実がわかるまでじっと我慢していた

という，まったくやるせない事件でした．

刺した人の気持ちが私には理解できませ

ん．本当に悲しいことです．

それから，朝の連続テレビ小説で悲しい

出来事がありました．それは，主人公が飼

っている愛犬が軍用犬として徴用されてし

． ，まったことです 別れ際の犬の表情を見て

私は胸が熱くなりました．

さて，私たちは昔から動物と関わって生

活しています．動物とのかかわりは，子ど

もたちの健全な成長にとても大きな役割を

担っているのではないかと思っています．

本日のテーマは 「豊かな人間性の育成に，

資する動物飼育」ということです．豊かな

人間性というのは，学校教育だけではなく

我が国で行われる教育の方向性の一つとし

て示されているもので，教育基本法の中に

も「豊かな人間性をはぐくむ」ということ

が記されています．したがって，学校教育

， ，だけではなく 家庭教育でも社会教育でも

豊かな人間性をはぐくむことが重要な役割

となっております．

では 「豊かな人間性」とはどのような，

ことであるかということを考えてみたいと

思います．本日は，幼稚園や小学校の先生

方もたくさんいらっしゃいますが，幼稚園

や小学校の教育目標の中に 「豊かな人間，

性をはぐくむ」とか 「豊かな心を育成す，

る」というような言葉が，おそらく入って

いると思います．以前，私はある学校の先

生に，学校目標として掲げている「豊かな

」 ．人間性 について質問したことがあります

そうしたら 「人間性が豊かなことですよ，

ね 」と答えられました．確かにそれはそ．

うですよね．具体的にどうなのかと聞いて

みたら 「さあ・・・」と言うのです．私，

も困惑してしまいましたが，確かに教育基

本法の中には，豊かな人間性に対する具体

的な説明はありません 「豊かな人間性」．

については，中央教育審議会の答申の中で

示されております． たとえば 「美しい，

ものや自然に感動する心などの柔らかな感

性 正義感や公正さを重んじる心 生」，「 」，「

命を大切にし，人権を尊重するなど，基本

的な倫理観 ，こういったことが豊かな人」

間性ということです．さらに 「他人を思，

いやる心や社会貢献に資する心 「自立」，

心，自己抑制力，責任感 「他者との共」，

生や異質なものへの寛容 「道徳的価値」，

を大切にする心」などこんなにたくさんあ

ります．ですから園や学校の教育目標に，

「豊かな人間性」という言葉が入っている

とすれば，今申し上げた具体的内容のどこ

に重点を置いていくのかということを各園

や学校で考えて教育していく必要がありま

す．

さて，動物飼育が今申し上げた内容のど

の人間性を養っていくのかということにつ

いては，皆さんもうおわかりのことと思い

ます．ただ，ここで大切なことは，動物飼

育をして何が養われるかということではな

いのです．学校として，どのような人間性

0 4 - 0 1



を育てていきたいのか．こちらを先に考え

なければいけないのです．たとえば，他人

を思いやる心や社会貢献の精神を育ててい

きたい，ということであれば，そのために

どのような教育活動を行えば良いのか，と

いう順で考えていく必要があります．そう

考えたときに，動物飼育の役割は大きいも

のがあると思います．

教育基本法の第１条の教育の目的では，

人格の完成を目指しています．少し聞いて

みましょうか．すでに人格が完成された方

はいらっしゃいますか？そんな方はなかな

かいないですよね．では，人格はいつ完成

するのでしょうか．もしかしたら，完成さ

れないまま人生を終えてしまうのかもしれ

ないし，完成していないという方が，実は

完成しているのかもしれません．人格の完

成というのは方向性の問題で，人格の完成

を目指して教育を進めていきましょう，と

いうことなのです．その過程において，豊

かな人間性というのは備えておきたいこと

の一つなのです．

では，どうすれば人格が完成するかとい

うことです．そこで，目標が出てくるわけ

です．たとえば 「幅広い知識と教養を身，

に付ける 「正義を求める態度を身に付」，

ける 「豊かな情操を養う 「道徳心を」， 」，

育てる ，こういったことをしっかりやっ」

ていくことで，人格の完成につながるとい

うことです．みなさんの園や学校でも，こ

のようなことに資する活動は行っていると

思います．では，豊かな情操はどのように

して養っていますか？ある中学校の先生

が 「以前は豊かな情操を養っていたが，，

， 」今は生徒が荒れてきたので 養っていない

と言うのです．しかし，たとえば音楽や美

術などは授業として行っていますが，これ

らの教科は豊かな情操を養うためにやって

いるのであって，このようなことは学校教

育の中ではほかにも必ずあるはずです．ま

た 「勤労を重んずる態度」というのは幼，

稚園ではまだやっていないという先生もい

るかもしれませんが，たとえば 「動物の，

世話をすること」は勤労を重んずる態度を

養うことにつながらないでしょうか．

このように豊かな人間性をはぐくむこと

は，道徳教育が大きな役割を果たすことに

なります．現在，どの学校種においても，

「生きる力をはぐくむ」ということを目標

として教育活動を進めているところです．

この「生きる力」には３つの要素がありま

す 「確かな学力 「豊かな人間性 「健． 」， 」，

康・体力」です．これらの力をはぐくむた

めに，道徳教育が大きな役割を担っていま

す．

道徳教育は，学校の教育活動全体で行う

ことになっています．つまり，道徳の時間

という授業だけではなく，国語や算数など

のほかの教科の中でも道徳教育を行うこと

になっていますし，特別活動や総合的な学

習の時間の中でも行うことになっていま

す．すなわち，あらゆる教育活動の中で，

道徳教育をしっかり行うということになっ

ています．しかし 「道徳の時間」は，小，

学校と中学校にしかありません．そして，

「道徳の時間」に行う内容は学習指導要領

で決まっていますが，学校全体で行う道徳

教育の内容は決まっていません．つまり，

このことについては，学校で目標を定めて

計画し，実施するということです．たとえ

ば，うちの学校は思いやりの心を育てる，

ということを重点にしていくという学校も

あれば，規範意識を高めるということを重

視する学校もあるというように，学校によ

って視点が違ってくるわけです．このよう

な視点を定めるために何が必要かという

と，学校としてどんな子どもを育てたいの

かということになります．そのような思い

がないと，学校としての道徳教育を推進し

ていくことができなくなります．道徳教育

は人間性をどう育てるかという教育を行う

わけですが，道徳の時間の授業以外で道徳

教育を行う場合は，学校として，どのよう

な人間性を育てるのか，具体的にどのよう

な教育活動を行うのか，それをいつ実践す

るのかなど，すべて学校で決めなければな

． ．りません とても難しいことだと思います

国語や算数などの教科の内容は決まってい

るので，どこの学校に行っても，程度の差

， ． ，はあれ 同じ教育を受けられます しかし

道徳教育に関しては，学校それぞれで異な

ってきます．しっかりと重点を定めて実践

している学校もある一方で，なかなかその

ような状況になっていない学校もありま

す．保護者の方々からすれば，どの学校に

子どもを預けても，同じような教育をして

もらいたいと思っていると思います．とこ

ろが，ある学校では道徳の時間の授業をき

ちんとやっているが，ある学校ではやって

いないとなると，本当に子どもたちの健全



な心を育ててもらえているのか，不安にな

． ，ってしまうのではないでしょうか だから

道徳を新たな枠組で教科という形にして教

科書をつくることで，先生方はしっかりと

やらなければならないということになりま

． ， ，す 現在では 先ほども申し上げたとおり

学校独自で道徳教育を進めていかなければ

なりません．ですから，先生方にどのよう

な子どもを育てたいのかという思いをもっ

． ，ていただきたいのです 思いをもつことで

道徳教育のポイントが明確になってきま

す．ポイントが明確になれば，先生方はそ

れに向かって子どもたちを指導していくこ

とができるのです．

現在，４つの視点で小中学校の道徳の内

． ，容を示しています 一つは自分自身のこと

これが基盤となって二つ目は他者とのかか

わり，三つ目は自然や崇高なものとのかか

わり，四つ目は集団社会とのかかわりにつ

ながります．内容としては，小学校１，２

年生では基本的な生活習慣，あるいは努力

とか正義とかですね．さらに明るい心で生

活するということもあります．これが高学

年になるにしたがって，内容も多岐にわた

るようになっていきます．このようなこと

を，道徳の時間の授業とは別に，何を通し

て行うのかということになるわけですが，

このことは学校が決めることになります．

さて，道徳の内容の中で，動植物愛護に

かかわることがあります．まず，どうして

この内容が置かれているかということで

す．古来，日本人は，自然の恵みに感謝を

して，自然との調和を図りながら暮らして

きました．そして，自然に親しみ，動植物

が自然の中でたくましく生きてきたという

自然の巧みさに学んで，自然と一体になり

ながら，動植物を愛護し，豊かな情操を育

． ，ててきました 私たちも自然の一員として

自然とのかかわりをしっかり考えながら生

きていかなければならないということで

す．自然や動植物を愛し，自然環境を大切

にしようとする態度を，私たちはこれから

次世代に引き継いでいくことが必要です．

， ，現在 地球環境の悪化が叫ばれていますが

だからこそ，自然を愛し，自然を保全する

態度をしっかりと育てていくことが必要で

す．このように，小学校１年生から中学校

３年生まで系統立てて指導していくという

ことになっています．

． ，小学校の部分だけ少しご紹介します １

２年生で目指すことは，身近な自然に親し

んで，動植物に優しい気持ちで接するとい

うことです．そのために，実際に動植物に

ふれる体験をすることが必要になってきま

す．道徳の時間では，このことに特化して

学習をしていくわけですが，日頃の教育活

動全体では，どのような視点で，どのよう

な方法でこれを実践していくかを，学校が

独自に考えていく必要があります．その中

で，動物飼育が果たす役割は大きいと思い

ます．３，４年生になると，自然のすばら

しさや不思議さに感動して，自然や動植物

を大切にするという内容について学びま

す．反面，過日の台風のような自然の恐ろ

しさや不思議さなどを含めて，感じ取れる

ようにするということです．そういったこ

とに基づいて，自然や動植物を大切にする

気持ちをさらに深めていくのです．５，６

年生になってきますと，動植物愛護につい

てはもちろんのこと，自然の偉大さを知っ

て，自然環境を大切にする中で，人間の力

が及ばない自然の偉大さを理解し，自然に

学ぶ態度を身に付けるということを目指し

ていきます．そして，自然環境と人間との

かかわりから，人間も自然の中で生かされ

ているということを学び，自分でできるこ

とを考え，しっかりやっていくということ

が大切なことです．

では具体的に，動植物愛護の精神を育て

るために，授業の中でどのような教材を使

うのかということについて，いくつかご紹

介をします．旧文部省の時代から，道徳の

時間の授業を進めるにあたって，私たちは

いろいろな資料を提供しています．その中

に，動物がかかわるものもあります．古い

資料で恐縮ですが 「いなくなったシロ」，

という教材があります．

このような話を使って，授業の中で動物

との接し方を考えさせていくんですね．シ

ロがいなくなってしまったとき 「私」は，

どんな気持ちなんだろう？と１年生の子ど

もたちに聞くと，そのときに「悲しくて，

悲しくてしかたありませんでした．涙が止

まりませんでした 」と子どもたちは発言．

しました．それから，先生が「どうしてそ

」 ．「 ，う思ったの？ と聞きました 悲しくて

悲しくて泣いてしまったと，ここに書いて

あったからです 」という答が返ってきま．

． ．した これでは道徳の授業とは言えません

このお話を読み解いていただけのことで



す．子どもたちにはどのような思考をして

ほしいかというと，子どもたち自身の動物

とのかかわりを考えてもらいたいのです．

「私」が飼っていた生きものがいなくなっ

てしまったとき，そのときはどんな気持ち

だっただろう？というように，自分とのか

かわりの中で考えてもらいたいのです．そ

れを考えるとき必要なことは，やはり動植

物との直接的にかかわる体験なのです．そ

のような体験がないと，自分のこととして

考えることがなかなかできない．だからこ

そ，子どもたちの動植物たちとの触れ合い

の体験が必要なのです．

次は「キリンさんごめんね」というお話

です．このお話は，実は動植物愛護のお話

ではなく 「決まりをしっかり守りましょ，

う 」というお話です．これは，決まりに．

ついて子どもたちに考えさせる授業です

が，この主人公の「まさおくん」の気持ち

になって考えられるかどうかは，やはり，

動植物との触れ合いの体験があるかないか

で大きく違ってくると思います．このよう

な動物にかかわる道徳の話は結構たくさん

あります．

さて，これは今年の４月に子どもたちに

配布しました 「私たちの道徳」という教，

材です．これは，小学校１，２年生，３，

４年生，５，６年生用に分かれています．

すでに学校の先生方はご覧になっているか

もしれませんが，幼稚園の先生方はご覧に

なったことがないかもしれません．この教

材は市販もしていますので，書店でお求め

いただくこともできます．また，文部科学

省のホームページを見ていただくこともで

きます．この中にも，動物にかかわる教材

がいくつか入っています．たとえば 「お，

墓参り」というお話があります．アフリカ

ゾウは，死ぬ時期がわかると，群れから外

れてゾウの墓場に向かい，そこでひっそり

と死んでいくという内容です．しかしそれ

を仲間がしっかりと見守るのです．このお

話から，私たちが学ぶところもあるし，あ

るいは，家族とのつながりの大切さを示す

内容でもあります．

別のお話で 「ハムスターの赤ちゃん」，

というのがあります．これは，命の大切さ

を理解させるお話です．ハムスターの赤ち

ゃんが生まれると，お母さんのおっぱいを

． ，一生懸命吸っている 毛も生えていないし

． ．目も開いていない 本当に育つのだろうか

とこの書き手の子は思うわけです．そして

お母さんが赤ちゃんを口にくわえている．

お母さんの歯は，ひまわりの種をバリバリ

噛んでしまうほど強いから，本当に赤ちゃ

んは大丈夫なのだろうかと心配になりま

す．でもお母さんは赤ちゃんをそっと噛ん

でいるように見えるので，きっと大丈夫だ

と思います．赤ちゃんを宝物のように守っ

ているのだと理解します．それから10日が

経ち，赤ちゃんの体はとても大きくなって

きました．体に毛が生えて，背中の模様が

よくわかるようになりました．それぞれの

赤ちゃんは皆違う模様だということもわか

ってきました．このお話をとおして，生き

ている証を学んでいきます．ハムスターの

赤ちゃんの成長の様子をもとにして，自分

も生きていて良かったと思えるようにな

る．そういう授業を展開していくための教

材です．

これは，シロクマのピースのお話です．

愛媛県の動物園で，育児放棄をしてしまっ

たシロクマの赤ちゃんを，飼育員さんが一

生懸命育てました．このことを，低学年の

コラムとして取り上げています．そこには

このように書かれています 「動物には人．

間と同じ命があります．ペットとして飼っ



， ．たら 最後までしっかりと育ててください

命のある限りしっかりと育てていくことが

大切なのです 」ということが，飼育員さ．

． ， ，んの言葉として載っています そして ３

４年生では，動物や植物の生命の力を感じ

ることが大切であるということが掲載され

ています．これは動物飼育とは直接関係あ

りませんが，アスファルトを破って出てき

た大根の芽という例をもとに，自然の力を

感じ取れるようにする教材です．そして，

自分たちが動植物を飼ったり育てたりした

ことを書くということもできるようになっ

ています．

これは，盲導犬のお話です．盲導犬自身

が目が見えなくなってしまった．したがっ

て，盲導犬としての役割を担うことができ

ない．そのときにその家族はどうしたかと

いうと，今度はその家族の子どもが盲導犬

の目になってあげるというのです．このよ

うに，家で飼っている盲導犬との絆を考え

させるというページもあります．

さらに高学年になっていくと，自然環境

にも目を向けさせる授業を行っていけるよ

うな展開になっていきます．

中学校では，人間の力を超えるものとし

て，自然の神秘を考えさせる内容になって

います．当然，様々な動物飼育にかかわる

こと，例えばコウノトリのプロジェクトな

ども，コラムとして取り上げています．

ということで 「私たちの道徳」におい，

ても，動物飼育にかかわることが随所に取

り上げられています．

では，動物飼育をとおして養われる豊か

な心を考えていきたいと思います．最初に

も申し上げましたとおり，学校の教育活動

は，教育活動の結果何が育つのかというこ

とではなく，学校として何が育てたいのか

ということが先です．たとえば，思いやり

の心を育てたいから，こういう教育活動を

するということを考えることが必要です．

いろいろな学校で動物飼育が行われていま

すが，動物飼育をしたからこういう子ども

が育てられると考えられなくもありませ

． ， ，ん しかし 思いやりの心を育てたいから

動物飼育をするという考えで，教育活動を

していただきたいと思います．いろいろな

学校で飼育活動が行われていることに対し

て，それが何のために行われているのかと

いうことが大切です．それは動物のために

やっているのではありません．それは，豊

かな学校生活を送るためにやっていること

です．たとえば，高学年の児童が中心にな

って飼育活動をしていることで，低学年の

児童たちが楽しい学校生活を送ることがで

きるというようなことです．当然，こうい

った飼育活動を行えば，動物たちに対する

愛着も生まれてきます．

学級内の飼育係は人気がありますよね．

しかし私が小学校に勤務しているときにこ

んなことがありました．私自身指導に困っ

たケースです．飼育係がキンギョの水槽を

掃除していました．そこである児童が，水

槽をとてもきれいにしてあげたいからと，

． ，石けんを使ってしまいました そうしたら

キンギョが死んでしまいました．皆さんな

らどうしますか？キンギョの気持ちになっ

てやったことなので，その児童の気持ちは

大切にしたいのですが，一方で，そのよう

な環境に置いたら，キンギョが死んでしま

うという，知の部分はしっかりともたせな

ければいけないのです．つまり両方が大事

なのです．ある先生からこんな話を聞きま

した．ある児童が，キンギョが寒くてかわ

いそうだからと，水槽の中にお湯を入れて

しまったのです．このことについても，そ

の児童の気持ちはとても大切だけれども，

知の部分もしっかりともっていなければな

らないのです．

そんな様々な活動をする中で，いったい

どのような道徳性が養われるのかという

と，たとえば，自分がやらなければならな

いことは最後までしっかりとやるという心

が養われます．また，友達と協力して飼育

することで助け合うことの大切さも学びま

す．さらに，動物にどのように接すること

． ，が良いことなのか ということの学びから

良いことと悪いことの区別もできるように

なります．このように，動物飼育は優しい

． ，心を育てることができます それ以外にも

たくさん育てることのできる心がありま

す．しかしそれは，指導する先生が意識し

ていないといけません．たとえば，夏休み

などの暑い時期に動物飼育をしている児童

たちの態度を，先生がきちんと価値として

認めてあげなければいけないのです．

これだけではありません．高学年で飼育

委員を経験することで，自分の役割をしっ

かりと認識することができるようになった

り，あるいは学校全体のことを考える，下

級生のことを考えるという，思いやりの心



もはぐくまれたりするし，病気になったと

きなどに治療をしてくれる獣医師さんたち

に対する感謝の気持ちもはぐくまれていき

ます．そこで大切なことは，先生がどのよ

うな言葉かけをするかです．獣医師さんに

お世話いただくときは，生命に直面する場

面があったりします．そこで，感謝の気持

ちがはぐくまれるような言葉がけが必要な

のです．このようなことで，まさに，学校

・園が楽しくなるということにつながって

いきます．

このように，動物飼育に含まれている教

育的価値は，相当たくさんあります．です

から，指導される先生がそれをしっかり確

認することが必要です．このような様々な

活動をとおして，子どもたちの活動を，ど

う価値づけるかということが大切になって

くると思います．

あと一つだけお話をして終わりにしたい

と思います．学校で，先生たちが意図的に

動物飼育の指導を行うことで，子どもたち

の豊かな心をはぐくむことができます．そ

， ，「 」の中で 大人たちもそうですが 察する

ということを忘れてしまいがちです．最近

のペットブームで犬を飼う人が増えていま

す．実は私も飼っています．犬の登録頭数

は，平成19年度から6万頭以上増加してい

ます．全体で680万頭を超えたそうです．

また，平成12年度からは100万頭以上にな

ってきています．犬は古来より人間ととも

． ，に生きてきました 犬はペットだけでなく

警察犬や盲導犬のように，ワーキングドッ

グとして，人の手助けをする犬もいます．

また最近は，人の心と体を癒すセラピード

ッグも医療や福祉の分野で活躍していま

． ， ，す 犬嫌いな人はともかく 子犬を見ると

多くの人たちが優しい気持ちになります．

思わず声をかける人も少なくありません．

なぜ人は子犬を見ると優しい気持ちになれ

るのでしょうか．それはたぶん，犬が言葉

を発しないからです．愛くるしい犬の様子

を見ていると，人は犬が何をしてほしいの

か，犬の気持ちを推し量ろうとします．こ

のことが，きっと，人の気持ちを優しくす

る要因なのではないかと思います．言葉を

発しない乳幼児を見ると，人は思わずほほ

えみたくなります．つまり，その乳幼児が

何をしてほしいのかを察し，優しい気持ち

になるのです．人は，相手を思いやること

で癒やされ，優しい気持ちになれるのでは

ないでしょうか．

子どもが成長して言葉を発するようにな

ると，私たちはその言葉を拠り所にして，

その子が何を考え，何を求めているのかを

． ， ，判断します すると 言葉で判断するので

その気持ちを察することが少なくなりま

す．昨今，子どもたちのコミュニケーショ

ン能力の低下が問題になっています．もち

ろん，学校教育の中で，言語力を高めるこ

とも大切ですが，先生方が子どもたちの気

持ちを察してほしいと思いますし，子ども

たちにも人の心を察する気持ちもはぐくん

でいってほしいと表います．と

そういう意味から考えてみても，動物飼

育はとても大事だということがわかると思

います．小さい頃から，ものを言えない動

物に接していくこと．その中で，動物たち

の気持ちを察すること．このことで，豊か

な人間性をはぐくむことにつながるのでは

ないかと思います．

せっかく行っている動物飼育の教育的価

値．これをもう一度確認していただいて，

各学校で有意義な飼育活動を行っていって

ほしいと表います．

これで，私の話を終わらせていただきま

す．ご清聴ありがとうございました．

（文部科学省 初等中等教育局 教科調査官

／国立教育政策研究所 教育課程研究セン

ター 教育課程研究官）


